
.

発
行
責
任
者

議
長

菅
野

修
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

安
井

一
義

副
委
員
長

鈴
木

清

委
員

伊
藤

浩

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

菅
藤

昌
己

委
員

畑
中

和
恵

委
員

土
屋

範
晃
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山々の緑、水田の緑、スイカ畑の緑と、尾花沢の自然が緑一色に染められる季節
です。そんな雄大な尾花沢の自然に誘われるように今年も東京板橋の桜川地区の子
どもたちが尾花沢にいらっしゃいます。今年で51年目となる林間学校ですが、まさ
に｢継続は力なり｣を表していると思います。参加される皆さんも大変ですが、受け
入れ側のスタッフの苦労も並大抵ではありません。そんな双方の誠意ある努力と信
頼感が51年間の継続に繋がっていると思います。ただ、今年はクマ出没の影響で、
御所山での水遊びが鶴子地区内の丹生川に場所を変えて行う事になりました。少し
残念ですが､丹生川の上流なので、御所山の沢と同じくらいにきれいな水で遊べます。
思いっきり遊んで尾花沢での思い出をたくさん作っていただきたいと思います。
子ども達には、きっと生涯忘れえぬ思い出となることでしょう。 〔伊藤 浩〕



定例会定例会
6 月6 月

20262026

か いれ いて い

６
月
定
例
会
は
︑
６
月
10
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
10
日
間
を
会
期
と
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
一
般
質
問
は
︑
６
人
の
議
員
が
行
い
︑

令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
が
２
件
︑
条
例
の
制
定
と
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分
の
承
認
が
２
件
︑
令
和
８
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算
２
件
︑
財
産
取
得
契
約
１
件
︑
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
︑
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
︑
承
認
・
同

意
し
ま
し
た
︒
議
会
案
︵
請
願
︶
１
件
に
つ
い
て
は
︑
採
決
の
結
果
︑
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
︒

【
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
】

❸❸ 令和８年８月１日発行・130号令和８年８月１日発行・130号 ❷❷130号・令和８年８月１日発行130号・令和８年８月１日発行

ロータリ除雪車購入契約の締結

議案番号 審議した議案等 審議結果

承第２号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算（第14号）の専決処分の承認について

承 認

承第３号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算（第15号）の専決処分の承認について

承第４号 尾花沢市税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認について

承第５号
尾花沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の

承認について

議第30号 令和８年度尾花沢市一般会計補正予算（第１号）

可 決議第31号 尾花沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

議第32号 ロータリ除雪車購入契約の締結について

議第33号

〜

議第51号
尾花沢市農業委員会委員の任命について 同 意

議第52号 令和８年度尾花沢市一般会計補正予算（第２号）

可 決
議第53号

【債務負担行為】

令和８〜18年度 尾花沢市公共施設LED照明賃貸借契約の締結について

議会案第１号 核兵器禁止条約（TPNW）への日本政府の署名と批准を求める意見書の提出について 可 決

≪令和8年度補正予算≫
令和８年度一般会計補正予算は、歳入歳出にそれぞれ、

２億9,819万円を追加し、歳入歳出予算の総額を188億

5,719万円とする。(主なものを抜粋)

持続可能な

観光地域づくり事業

5,925万円
(商工観光課)

銀山温泉地区における

オーバーツーリズムの

未然防止と持続可能な

観光地域の形成を図る

花笠高原スキー場

整備事業

7,600万円
(商工観光課)

花笠高原スキー場のゲ

レンデを整備するため

圧雪車を１台購入する

【債務負担行為】

公共施設LED照明

賃貸借契約の締結

２億974万円
(財政課)

令和８〜18年度、

尾花沢市公共施

設のLED照明の

賃貸借契約の締

結

社会資本整備

総合交付金事業

2,200万円
(建設課)

市道丹生玉野線道

路工事外１路線に

係る測量設計監理

委託料、工事請負

費

地域農業構造

転換支援事業

5,575万円
(農林課)

地域の中核と

なって農地を

引き受ける担

い手に対し、

農業用機械・

施設の導入を

支援

畜産生産持続

強化支援事業

4,731万円
(農林課)

持続可能な畜産

経営の実現に向

けた、ICＴ技術

活用による作業

省力化と暑熱対

策の取り組みへ

の支援

6,292万円 (建設課)

ロータリ除雪車を購入し、冬の除雪体制の充実を図る

次
は
請
願
・
６
人
の
議
員
は
こ
う
質
し
た
！



鈴木由美子 議員

❺❺ 令和８年８月１日発行・130号令和８年８月１日発行・130号 ❹❹130号・令和８年８月１日発行130号・令和８年８月１日発行

菅
藤
昌
己

１ ふるさと納税30億円目指して
２ 本市の食文化と食育計画
③ 災害対策と自主防災組織

青
野
隆
一

１ カスタマーハラスメント対策マニュアル
② 市内小中学校一校統合の課題
３ 市政運営の課題は

鈴
木

清

１ 会計年度任用職員の処遇改善
② 国保税と｢子ども・子育て支援金｣
３ 統合小学校と学童保育

鈴
木
由
美
子

① ４年間の尾花沢市政は

髙
橋
隆
雄

① 鳥獣被害に対する対策の強化

２ 街路樹の管理状況は

伊
藤

浩

１ 尾花沢市の農業政策

② 地域ぐるみの鳥獣被害対策

質問議員が責任を持って原稿を作成しています。

動画はこちら

問
ス
イ
カ
栽
培
以
外
の

農
業
後
継
者
を
ど
う
支
援

し
て
い
く
か
。

答
「
儲
か
る
農
業
支
援

事
業
」
で
、
品
目
を
拡
充

し
て
後
継
者
育
成
を
支
援

し
た
い
。

問
福
原
工
業
団
地
２
区

画
分
譲
決
定
と
後
期
基
本

計
画
書
に
記
載
が
あ
る
が
、

現
状
と
異
な
る
の
で
は
。

今
後
の
企
業
支
援
策
と
は
。

答
令
和
３
年
に
２
社
購

入
が
決
定
し
た
が
、
昨
今

の
世
界
情
勢
が
影
響
し
て

い
る
。
今
後
は
人
材
確
保

な
ど
、
既
存
企
業
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
。

問
こ
れ
ま
で
の
子
育
て

問
事
業
の
実
績
状
況
と
そ
の
効
果
、
課
題
は

事
業
の
実
績
状
況
と
そ
の
効
果
、
課
題
は

教
育
支
援
の
評
価
は
低
い
。

子
育
て
支
援
拠
点
の
機
能

強
化
と
し
て
、
街
中
の
空

き
店
舗
や
空
き
家
を
利
用

し
た
施
設
設
置
を
考
え
て

は
い
か
が
か
。

答
改
修
に
は
多
額
の
予

算
が
か
か
る
の
で
難
し
い
。

答
ス
イ
カ
生
産
者
育
成
で
移
住
人
口
増
の
効
果
が
あ
っ
た

ス
イ
カ
生
産
者
育
成
で
移
住
人
口
増
の
効
果
が
あ
っ
た

まちづくりの
主役は誰？

問
本
市
の
人
口
減
少
速

度
は
全
国
平
均
の
約
5.9
倍
。

こ
の
状
況
下
で
副
市
長
の

考
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
今
後
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
は
何
か
。

答
人
口
減
少
は
全
国
的

な
問
題
で
あ
る
が
、
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い

魅
力
を
発
信
し
て
人
口
減

少
を
食
い
止
め
た
い
。

請 願

核兵器禁止条約(TPNW)への日本政府の署名
と批准を求める意見書提出に関する請願

代表請願者
世界から核兵器をなくす県民の会
共同代表 遠藤 学、共同代表 中島 幸裕

紹 介 議 員 大類 好彦

請願の主旨
国に対して、核兵器禁止条約（TPNW）への日本政府の署
名と批准を求める意見書の提出をするよう請願するもの。

採
択

賛否状況（○…賛成、×…反対）

青
野

隆
一

伊
藤

浩

鈴
木
由
美
子

土
屋

範
晃

鈴
木

清

大
類

好
彦

菅
藤

昌
己

畑
中

和
恵

髙
橋

隆
雄

安
井

一
義

菅
野

喜
昭

和
田

哲

星
川

薫

菅
野

修
一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × 議長

令和８年 請願第１号

核兵器禁止条約(TPNW)への日本政府の署名
と批准を求める意見書の提出について

可
決

議会案第１号

青
野

隆
一

伊
藤

浩

鈴
木
由
美
子

土
屋

範
晃

鈴
木

清

大
類

好
彦

菅
藤

昌
己

畑
中

和
恵

髙
橋

隆
雄

安
井

一
義

菅
野

喜
昭

和
田

哲

星
川

薫

菅
野

修
一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × 議長

第７次尾花沢市総合計画(後期)第７次尾花沢市総合計画(後期)



動画はこちら

伊藤 浩 議員

問
昨
年
度
緊
急
対
策
と

し
て
実
施
し
た
不
要
果
樹

(柿
)の
伐
採
に
対
す
る
補

助
事
業
を
、
今
年
度
は
地

域
ぐ
る
み
の
事
業
を
対
象

と
す
る
決
定
が
さ
れ
て
い

る
。
現
状
で
の
地
域
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

問
地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
対
策
を
進
め
て
‼

地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
対
策
を
進
め
て
‼

答
４
月
の
連
合
区
長
会

に
お
い
て
こ
の
見
直
し
内

容
を
説
明
し
た
が
、
複
数

の
新
た
な
地
区
か
ら
問
い

合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
。

本
年
度
は
、
支
援
金
額
も

増
加
し
、
こ
の
事
業
の
周

知
に
努
め
な
が
ら
、
新
規

組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
を

強
化
し
て
い
く
。

問
現
在
９
組
織
が
活
動

し
て
い
る
が
、
新
た
に
組

織
づ
く
り
を
行
う
こ
と
は
、

役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
も
多
い
。
そ
こ
で
、

多
面
的
機
能
支
払
い
事
業

な
ど
、
既
存
の
活
動
団
体

に
こ
の
事
業
を
委
託
し
て

行
う
選
択
肢
も
あ
っ
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。

答
新
規
組
織
の
立
ち
上

げ
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
思
う
。
議
員
か
ら
あ

っ
た
よ
う
に
、
既
存
組
織

で
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
頂
く
こ
と
に
問
題
は
無

い
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
多
く

の
地
域
で
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

答
市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

個人よりも地域で
取り組めば大きな
効果がある。

住宅付近にクマ出没

髙橋 隆雄 議員

問
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
進
捗
、
検
証
結
果
及

び
今
後
の
課
題
は
。

答
捕
獲
を
強
化
す
る
だ

け
で
な
く
「
捕
獲
」「
侵

入
防
止
」「
生
息
環
境
管

理
」
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
対
策
を
継
続
す
る
。

今
後
の
課
題
は
第
１
に
出

没
情
報
を
迅
速
に
把
握
し
、

問 鳥獣被害の対策強化すべき鳥獣被害の対策強化すべき

関
係
機
関
や
地
域
住
民
と

連
携
を
図
り
、
早
期
の
注

意
喚
起
と
安
全
確
保
に
努

め
る
。
第
２
に
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
よ
う
集
落
に
放

任
果
樹
の
伐
採
や
藪
の
刈

払
い
等
寄
せ
付
け
な
い
環

境
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
第
３
に
有
害

鳥
獣
捕
獲
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
に
務
め
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

問
今
後
の
「
尾
花
沢
市

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に

つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
人
身
被
害
防
止
を
最

優
先
し
捕
獲
対
策
に
加
え
、

地
域
住
民
と
行
政
、
関
係

機
関
が
連
携
し
な
が
ら

｢地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
｣を
拡
充
し
て
取
り
組

む
。

問
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
追
い
払
い
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

答
職
員
の
運
用
体
制
の

整
備
を
検
討
す
る
と
と
も

に
民
間
事
業
者
の
活
用
な

ど
調
査
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
。

答 被害の未然防止に取り組む被害の未然防止に取り組む

動画はこちら

ドローン等を活
用した攻めの対
策必要では

動画はこちら

動画はこちら

菅藤 昌己 議員

問
令
和
７
年
度
の
防
災

出
前
講
座
の
実
績
は
。

答
自
主
防
災
組
織
が
７

回
、
小
中
学
校
は
３
回
、

福
祉
関
連
事
業
者
が
１
回

計
11
回
実
施
。

問
令
和
７
年
度
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
の
備
品

等
購
入
に
つ
い
て
。

答
自
主
防
災
防
災
組
織

資
機
材
購
入
補
助
事
業
で
、

発
電
機
、
消
火
器
、
メ
ガ

ホ
ン
、
ラ
ン
タ
ン
な
ど
14

地
区
、
200
万
交
付
し
た
。

非
常
用
持
ち
出
し
袋
セ
ッ

ト
を
購
入
し
た
自
主
防
災

組
織
も
５
地
区
あ
っ
た
。

問
一
時
避
難
場
所
、
福

祉
避
難
所
へ
の
指
定
マ
ー

問
災
害
対
策
と
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

災
害
対
策
と
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

ク
を
明
示
し
て
は

ど
う
か
。

答
指
定
避
難
所

は
、
明
示
し
て
い

る
。
一
時
避
難
場

所
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
福
祉
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
施

設
管
理
者
と
協
議

し
設
置
を
す
す
め

て
い
く
。

問
防
災
マ
ッ
プ

の
災
害
種
別
の
適

否
に
つ
い
て
、
文

化
体
育
施
設
サ
ル

ナ
ー
ト
が
洪
水
、

風
水
害
は
使
用
可

答
地
域
防
災
力
の
向
上
を
推
し
進
め
る

地
域
防
災
力
の
向
上
を
推
し
進
め
る

青野 隆一 議員

問
福
原
地
区
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、

学
校
、
保
護
者
、
運
行
業

者
と
の
情
報
共
有
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
今
後
も
、
そ
の
時
々

の
事
案
に
応
じ
た
対
策
を

講
じ
、
生
徒
の
安
全
確
保

と
不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

問
旧
福
原
中
学
校
の
消

防
設
備
点
検
で
は
、
過
去

問 中東情勢で令和10年開校できるか中東情勢で令和10年開校できるか

３
年
間
連
続
で
修
理
を
す

る
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雨
漏
り
や
漏
電
に
よ
る
建

物
火
災
に
ど
う
対
処
す
る

の
か
。
校
舎
全
体
に
屋
根

を
か
け
る
べ
き
だ
。

答
一
部
の
機
器
に
不
具

合
が
あ
り
、
大
雨
の
際
に

は
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
対

応
も
考
え
て
い
る
。

問
校
庭
の
一
部
に
農
地

が
残
っ
て
い
る
。
開
校
ま

で
に
解
決
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
学
校
運
営
に
支
障
は

な
く
、
交
渉
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
取
得
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
議
会
に
も
相

談
し
た
い
。

問
統
合
小
学
校
建
設
工

事
に
関
し
、
２
億
２
千
万

円
の
支
払
い
を
求
め
る
住

民
訴
訟
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

答
昨
年
12
月
に
第
１
回

口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
９

月
に
も
原
告
側
の
陳
述
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

問
万
が
一
敗
訴
し
た
場

合
の
賠
償
金
は
誰
が
払
う

の
か
。

答
市
長
個
人
に
な
る
と

考
え
る
。

答 不透明だが間に合うよう努力する不透明だが間に合うよう努力する

市民が納得する
開校を願いたい

今日から 今から
ここから 出発
しよう!!

❼❼ 令和８年８月１日発行・130号令和８年８月１日発行・130号 ❻❻130号・令和８年８月１日発行130号・令和８年８月１日発行

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

震
は
使
用
で
き
な
い
と
な

っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

答
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
パ

ネ
ル
が
地
震
の
揺
れ
に
よ

っ
て
脱
落
落
下
す
る
二
次

被
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
。

ドローンを使用しての鳥獣対策はどうか

次
は
傍
聴
者
の
声
・
先
進
地
視
察



基本条例
検証作業部会

５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
第
102

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
永
年
の
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
大
類

好
彦
議
員
(15
年
)

◇
伊
藤

浩
議
員
(10
年
)

◇
鈴
木

清
議
員
(10
年
)

鈴木 清 議員

動画はこちら

問
今
年
度
か
ら
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
」
が
、

国
保
税
の
医
療
保
険
料
と

併
せ
て
上
乗
せ
徴
収
さ
れ

る
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の

か
。

答
年
間
で
６
千
円
ほ
ど

に
な
る
。

問
住
民
か
ら
「
国
保
税

が
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」

と
の
声
が
あ
る
が
、
県
内

問 基金を活用して負担の軽減を基金を活用して負担の軽減を

他
市
と
比
べ
高
い
と
い
う

認
識
は
な
い
か
。
又
、
本

市
の
滞
納
世
帯
数
(率
)は

ど
れ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
税
率
は
県
内
で
も
上

位
に
位
置
す
る
水
準
で
あ

っ
た
が
、
所
得
割
の
税
率

引
き
下
げ
で
、
現
在
は
中

位
に
あ
る
。
滞
納
世
帯
数

は
お
よ
そ
120
世
帯
、
率
に

し
て
5.4
％
で
あ
る
。

問
国
保
税
の
基
金
残
高

と
一
人
当
た
り
の
残
高
は

い
く
ら
か
。
基
金
を
活
用

し
て
国
保
税
の
負
担
を
軽

減
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
令
和
７
年
度
末
現
在

の
基
金
残
高
は
４
億
４
千

581
万
千
926
円
(一
人
当
た

り
15
万
２
千
466
円
)と
な

っ
て
い
る
。
基
金
の
活
用

は
負
担
軽
減
を
図
る
上
で

有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
が
、

今
後
の
医
療
費
や
被
保
険

者
の
推
移
を
踏
ま
え
、
財

政
の
見
通
し
を
立
て
た
上

で
協
議
す
る
。
令
和
15
年

度
の
山
形
県
の
保
険
税
水

準
の
完
全
統
一
の
課
題
も

協
議
中
で
あ
る
。

答 県の完全統一税率を踏まえて検討する県の完全統一税率を踏まえて検討する

｢基金があるなら、
一円でも安くし
て｣が住民の願い
です。

❾❾ 令和８年８月１日発行・130号令和８年８月１日発行・130号 ❽❽130号・令和８年８月１日発行130号・令和８年８月１日発行

国民健康保険法 第1条
(目的)
国民健康保険事業の健全
な運営を確保し、もって
社会保障及び国民保健の
向上に寄与することを目
的とする。

傍聴された方の人数
日 付 人数

６月10日 ２人

６月11日 ５人

６月16日 15人

６月17日 13人

６月19日 １人

合 計 36人

樹
木
の
管
理
に
つ
い
て
、

公
園
内
の
木
も
伸
び
て
ア
メ

シ
ロ
の
消
毒
が
届
か
な
く
な

っ
て
い
る
？

旧
パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
跡

地
の
再
利
用
と
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
聴
き
に
来
ま
し
た
。

の 声
傍 聴 者市

議
会
を
傍
聴
す
る
と
、

用
語
や
分
析
資
料
が
欲
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

表

彰

県内でも、先進的な山形市議会の基本条例の検証の仕方を視察し、学んできた。実施要領・検証シー
トを作り、議員が33名のため、個人ではなく、無会派を含め会派毎に行っている。実績評価は１達成、
２ ー部達成、３未達成、４未着手とわかりやすい。今後の対応も、Ａ継続、Ｂ改善・拡充、Ｃ完了・
終了、Ｄその他となっており、今後の計画が立案しやすいものとなっている。検証結果の平均点を出す

議会改革推進委員会 先進地視察

のではなく、議会改革の次の課題
を明らかにすることが大事だとわ
かった。この報告は、議会運営委
員会が行っており、市民にも周知
して意見を伺っている。検証サイ
クルは５年ごととなっているが、
議員の任期は４年のため４年ごと
の方が良いのではないかと思う。
検証の一連の流れは、議会事務局
職員の協力が必要だ。「基本条例
を時代に即して、さらなる高みへ、
メンテナンスをしながら進みた
い。」の職員の熱意に感銘を受け
た。 （鈴木 清 部会長)

４月22日 山形市議会を視察
基本条例の検証の仕方を学ぶ

議会タブレット
検証部会

当部会は、令和５年
度より導入したタブレ
ット議会の活用状況を
検証し、今年度末の更
新に向けた次期の端末
機器・ソフトウェア等
を検討・提案するため、
山形県鶴岡市議会を視
察した。
当日は「タブレット

の活用状況」について
ご教示いただき、参加
した議員からは活発な

質疑が行われ、貴重な情報交換をさせていただいた。さらに、鶴岡市議会が令和８年３月に導入した、
山形県初となる「AIライブ字幕モニターによる新たな議場システム」を、議場内で実際に体験させて
いただいた。
議会DXの推進を目指すとともに、最善の提案ができるよう、引き続き、議員と事務局で協力し当部
会が担う任務の遂行に努めて参ります。 （和田 哲 部会長)

５月29日 鶴岡市議会を視察
議会タブレットの更なる活用に向けて

次
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
お
ば
な
ざ
わ
温
故
知
新
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次
は
地
域
の
チ
カ
ラ
③


